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戦 争詩 人 た ちの 「死 」 と 「大 地 」(1)

BrookeとGrenfellに つ い て

足 立 健 次

 英国において，第一次世界大戦 ほどす ぐれた詩人を世に輩出 した戦いは

歴史上それまでなかった。職業軍人ばか りでなく，志願兵や徴兵 として史

上初めて教育ある民間人がこの戦争に参加 したというのが，その主な理由

であろう。それ以前のナポレオン戦争は，近代的な全面戦争の様相を多少

な りとも呈 していた1と は言え，やは りク リミア戦争 とともに，主 として

職業軍人によって戦われた ものであった。 また教育ある民間人を巻 き込ん

だ近代 における最初の大規模な戦いはアメ リカの南北戦争であったが，こ

れに英国人が直接かかわるということはなかった。 この意味で，第一次世

界大戦 は英国にとってそれまで体験 したことのない未曾有の戦争であった

と言える2。

 1914年8月 に始 まった第一次大戦 は，当初19世 紀流の限定戦争的な性格

の強い ものと見 られ，その年のク リスマス頃までには決着がつ くであろう

というのが大方の予想であった。 しか し，様々な要因が重なり，それは誰

も予想だにしなかった，市民をも巻 き込んだ，いつ果てるとも知れない世

界的規模の全面戦争へ と結果的に突入 してしまうことになる。

 この史上類のない戦争 を主題 として書かれた，英国のいわゆる戦争詩3

は，1916年 のソンム川(the Somme)の 戦 いを転機 として前期 と後期 と

のふたつに分けるのが通例である4。Sassoon， Owen， Blunden， Rosen-

bergと いった詩人たちは後期に属 し，前期に含 まれ るのが今回 ここで取

り上 げるBrookeとGrenfellの 二人の詩人，およびSorleyで あ る。後者
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三人はいずれ も夭折 したという点では共通 している。 しか しなが ら，彼 ら

が現実世界において迎 える死 というものが，生前の詩作品の中にどのよう

な形で影 を落 としているかは詩人によって異なるのである。以下において，

厂死」 と 「大地」のイメージに主たる焦点を絞 りつつ，それぞれの戦争詩

人を検討することにより，彼 らの共通点 と特徴の一端を明らかにしてみる

ことにしたい.。

1

  まず 始 め に ，議 論 の 足 が か り と して ，Rupert Brookeの 五 っ の 連 作 ソ

ネ ッ ト19ヱ4Sonnetsの 中 か ら， 最 も よ く知 られ て い る`The Soldier'と

題 され た ソ ネ ッ トVを 取 り上 げ て み る こ と に し よ う。

If I should die， think only this of me：

 That there's some corner of a foreign field

That is for ever England. There shall be

 In that rich earth a richer dust concealed；

Adust whom England bore， shaped， made aware，

 Gave， once， her flowers to love， her ways to roam，

Abody of England's， breathing English air，

Washed by the rivers， blest by suns of home.

And think， this heart， all evil shed away，

Apulse in the eternal mind， no less

 Gives somewhere back the thoughts by England given；

Her sights and sounds；dreams happy as her day；

And laughter， learnt of friends；and gentleness，

 In hearts at peace， under an English heaven.
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 た とえ兵士(soldier)た る自分が異国の地で死!i.だ(die)と して も，

そこは英国である。なぜなら，その地は英国が生んだ自分の肉体が死んで

土となって帰る場所だか らだ。死 という本来ネガティヴなものと結びつい

ていた土(earth， dust)の イメージは，英国の大地の肥沃 さとの連想 を強

めることによって理想化されてポジティヴな ものに転化され，死は決 して

不毛なものではな く，む しろ豊かさの象徴 となる。こうして詩人の肉体 は，

た とえ祖国を遠 く離れた異郷において滅びようとも，そこでより豊かな土

になることによって，永遠に英国の肉体，すなわち英国の領土の一部 とな

るのである。

 このことは，ソネットVに 先立 って書かれたソネットIV`The Dead'の.

中ですでに暗示されていた。本文 そのものの中にこそ 「死」 という言葉を

見出すことはで きないが，そのタイ トルによって主題が示 されていること

は，改めて指摘するまで もないことである。

These hearts were woven of human joys and cares，

 Washed marvellously with sorrow， swift to mirth.

The years had given them kindness. Dawn was theirs，

 And sunset， and the colours of the earth

These had seen movement， and heard music；known

 Slumber and waking；loved；gone proudly friended；

Felt the quick stir of wonder；sat alone；

 Touched flowers and furs and cheeks. All this is ended.

There are waters blown by changing winds to laughter

And lit by the rich skies， all day. And after，

 Frost， with a gesture， stays the waves that dance

And wandering loveliness. He leaves a white

 Unbroken glory， a gathered radiance，
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Awidth， a shining peace， under the night

 前 半 の 八 行 連 句(octave)で は， 若 き詩 人 が 過 ご した 日々 の 営 み が ，

感 覚 的(seen， heard， felt， touched)お よ び 情 緒 的(joys， cares， sorrow，

mirth>体 験 と して 語 られ て い る。

 次 の 六 行 連 句(sestet)で は， 死 の 訪 れ と と もに ， こ う した 日常 体 験 は

終 わ りを告 げ ， そ れ らは 集 め られ て(gathered)， 永 遠 不 滅 の 輝 き とな る。

Brookeの 言 う栄 光(glory)が 放 つ 「輝 き」 に は ， 後 に議 論 の 対 象 と な

るGrenfellの 詩 全 篇 に み な ぎ る躍 動 的 な 生 命 力 は感 じ られ な い。

 そ の後 の 戦 争 の成 り行 きを考 慮 す る な らば ， こ こで 語 られ て い る 「死 」

に は余 りに も現 実 感 が 希 薄 で あ る と言 わ ざ る を得 な い5が ， 連 作 ソ ネ ッ ト

が 書 か れ た 当時 の状 況 とい う もの を考 え る な らば ， そ れ も また 無 理 か らぬ

こ とで あ っ た 。

 Rugby校 の 舎 監 の 息 子 と して 生 ま れ たBrooke(1887-1915)は ， 父 親

の 勤 め る学 校 に通 い ， そ こ で勉 強 の 面 に お い て も ま た運 動 の 面 に お い て も

並 々 な らぬ 才 能 を発 揮 し，1906年 にCambridge大 学 のKing's Collegeに

進 ん で い る。 彼 は 当 時 の 指 導 的 な知 識 人 の 一 人 と 目 さ れ ， 詩 の 創 作 ， 芝 居

の 演 出 な ど に熱 中 し， ま た社 会 的 ・政 治 的 問 題 に対 して も強 い関 心 を抱 い

て い た 。 最 初 の 詩 集 は1911年 に 出 版 さ れ ，1912年 にEdward Marshと 共

にGeorgian Poetryを 出 版 す る計 画 を して い る。 こ う した 活 動 の 合 い 間 を

縫 っ て ヨー ロ ッパ 大 陸 を訪 れ た り， ま た短 期 間 で は あ るが ，Cambridge

に ほ ど近 いGrantchesterの 旧 い牧 師 館 に住 ん だ こ と も あ っ た 。1913年 に

ア メ リカ ・カ ナ ダ経 由 で 南 洋 へ の 長 い船 旅 に 出発 して い るが ， ま さに大 戦

前 夜 と も言 うべ き1914年7月 に こ の 旅 か ら帰 国 す る。

 8月 に大 戦 が 勃 発 す る と， 彼 は 大 学 時 代 の 友 人 た ち と共 に ラ イ フ ル 銃 隊

(the Artist's Rifles)に 加 わ るが ， 将 校 の地 位 に就 くた め にそ こ を退 く。

9月 に， 時 の 海 軍 大 臣Winston Churchillが 提 供 して くれ た英 国 海 軍 部 に

ポ ス トを得 て ， ベ ル ギ ー 北 部 の大 都 市 ア ン トワ ープ の 救 出作 戦 に参 加 す る
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ものの失敗 に終 わっている。

 この短い戦闘の間，Brookeは 戦争による大破壊が もたらした，見 るも

無残な結果 を目撃す るものの， 自身はほとんど砲火にさらされることはな

かった。秋から執筆 していた1914と 題された五つのソネットが この年の

ク リスマス休暇期間中に完成 され る。翌1915年4月 ，大隊を率いて トル コ

のGallipoliに 向かう船中で急性の敗血症 にかか り，ほ とんど実戦 を経験

することのないまま病死 している。

II

 Brookeと 同 じ初 期 の 戦 争 詩 人 と して の 共 通 性 を備 え な が ら も， い くつ

か の 点 で 対 照 的 な の がJulian Grenfell(1888-1915)で あ る 。

 の ち にDesborough男 爵 に な る父 親 の 長 男 と して ， Brookeよ り も数 ヶ

月 遅 れ て 生 まれ た彼 は ， ス ポ ー ツ 好 きで あ る と同 時 に ， 神 秘 主 義 者 に して

理 想 主 義 者 とい う， こ れ と は異 な る別 の 側 面 が あ っ た 。 彼 は， ジ ョー ジ朝

芸 術 の最 ：高 の パ トロ ン で あ っ たMarshが ロ ン ドンの 文 学 界 に熱 心 に紹 介

して い た才 能 あ る詩 人 ・画 家 ・音 楽 家 た ち の ひ と りに数 え られ て い た と伝

え られ て い る6。 従 っ て ，GrenfellとBrookeの ふ た りがMarshを 介 し

て ど こか で 出 会 っ て い た とい う可 能 性 を否 定 す る こ とは で きな い。 詩 人 と

して の 才 能 に恵 ま れ な が ら も，Grenfellは 軍 人 に な り た い とい う強 い 願 望

を捨 て きれ ず ， 大 戦 が始 ま る 四 年 ほ ど前 の1910年 に 騎 兵 連 隊(Royal Dra-

goons)に 入 隊 して い る。 連 隊 は最 初 イ ン ドに 配 属 され ， 後 に ア フ リカ に

移 動 し， 大 戦 の 勃 発 と と もに英 国 に戻 る よ う に命 ぜ られ る。1914年10月 に

フ ラ ンス に赴 き， 竜 騎 兵 連 隊 が 塹壕 の 中 で 歩 兵 に 変 わ る と，Grenfellは ド

イ ツ 軍 の 狙 撃 兵 に こ っ そ り忍 び 寄 って ， 至 近 距 離 か ら彼 ら を射 殺 した と言

わ れ て い る7。 こ う した 武 勲 に よ り殊 勲 報 告 書 に 二 度 そ の 名 を連 ね ， 勲 章

を授 与 さ れ て い る。1915年5月 ， 致 命 傷 を負 う一 週 間 ほ ど前 に， 彼 の 名 を

広 く世 に知 ら しめ る こ と に な る一 篇 の 詩 “lnto Battle” が 家 族 宛 て に 送 ら

れ ， その 詩 は彼 の 戦 死 が 正 式 に 発 表 され た の と同 じ 日の ：The Times紙 に
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掲 載 され た。Brookeが 病 死 す るお よ そ一 ヶ月 前 の こ とで あ っ た 。

  BrookeとGrenfel1の こ の 死 の あ り方 が ， 「死 」.に対 す る 両 者 の イ

メ ー ジの 違 い を表 わ して い る と も言 え よ う。 あ る い は， 両 者 の 「死 」 の イ

メ や ジの相 異 が そ れ ぞれ の死 を映 し出 して い る と言 っ た ほ うが よ.り的 確 で

あ ろ うか 。

The naked earth is warm with spring，

  And with green grass and bursting trees

Leans to the sun's gaze glorying，

  And quivers in the sunny breeze；

And life is colour.and warmth and light，

 And a striving evermore for these；

And he is dead who will not fight；

 And who dies fighting has increase.

The fighting man shall from the sun

  Take warmth， and life from the glowing eaYth；

Speed with the light-foot wind to run，

  And with the trees to newer birth；

And find， when fighting shall be done，

  Great rest，.and fullness after dearth.

All the bright company of Heaven

  Hold him in their high comradeship，

The .Dog-Star， and the Sisters Seven，

 Orion's Belt and sworded hip.

The woodland trees that stand together，



(1) 7

 They stand to him each one a friend; 

They gently speak in the windy weather; 

 They guide to valley, and ridge's end.

The kestrel hovering by day, 

 And the little owls that call by night, 

Bid him be swift and keen as they, 

 As keen of ear, as swift of sight.

The blackbird sings to him, `Brother, brother, 

 If this be the last song you shall sing, 

Sing well, for you may not sing another; 

 Brother, sing.'

In dreary, doubtful, waiting hours, 

 Before the brazen frenzy starts, 

The horses show him nobler powers; 

 0 patient eyes, courageous hearts !

And when burning moment breaks, 

 And all things else are out of mind, 

And only joy of battle takes 

 Him by the throat, and make him blind,

Through joy and blindness he shall know, 

 Not caring much to know, that still 

Nor lead nor steel shall reach him, so 

 That it be not the Destined Will.
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The thundering line of battle stands，

 And in the air death moans and sings；

But Day shall clasp him with strong hands，

 And Night shall fold him in soft wings

 第 一 連 と第 二 連 に 注 目 しつ つ ，Grenfellに とっ て の 「死 」 の 意 味 と 「大

地 」 が もつ イ メ ー ジ を吟 味 して み る こ とに した い 。

 む き だ し の 不 毛 な(naked)大 地(earth)が ， 春(spring)の 訪 れ と

と も に ， 栄 光 を授 け る太 陽(sun)の 眼 差 し を 受 け て 緑 の 草 木(grass，

trees)に お お わ れ る。 こ の 時 ， 天 に輝 く星 の 一 団 も， 風 に そ よ ぐ樹 木 も

兵 士 た ち の味 方 とな る。 そ れ と同 時 に， 優 れ た兵 士 に 必 要 と され る資 質 が ，

そ れ に相 応 しい 鳥 や 動 物 た ち に託 しで謳 わ れ る。 そ の 資 質 とは ， す な わ ち

ハ ヤ ブ サ(kestrel)の 敏 捷 さ， フ ク ロ ウ(owls)の 警 戒 心 ， 馬(horse)

の 忍 耐 力 で あ る。 最 終 連 で は， これ らの鳥 や 動 物 た ち の 助 言 と励 ま しを 受

け て ， 兵 士 は， 死(death)が 空 中 で うめ き声 を上 げ て い る 盲 目的 歓 喜 と

狂 乱 状 態 の 中 で ， 戦 闘 の 真 っ只 中 へ と(into battle)突 入 して 行 く。

 こ こで 第 一 連 と第 二 連 に改 め て 目 を転 じて み る な らば ，Grenfel1に と っ

て は ， 戦 わ な い 者 こ そ が 真 の 意 味 に お い て死 ん だ 状 態 に あ る(dead)の

で あ っ て， 戦 っ て死 ぬ(dies)者 は， そ の 戦 闘 行 為 を 通 じて ， 「大 地 」 に

よ っ て 代 表 さ れ る 自然 界 の 増 殖(increase)に あ ず か り， 「大 地 」 か ら生

命 を 受 け取 る こ とが で き るの だ 。

III

 す で に考 察 した よ う に ， ソネ ッ トV`The Soldier'に お い てBrookeは

第 一 人 称 で 読 者 に 語 りか け て い た。 そ こ で 言 う 「私 」 は英 国 人 で あ っ て 、

英 国 人 と して外 国 で 死 ぬ こ と は永 遠 の 栄 光 で あ るの だ が 、 そ の栄 光 は あ く

ま で も 「私 」 を生 み 育 て た 英 国 に よ っ て与 え られ た もの で あ る。

 一 方 ，Grenfellの 言 う増 殖 とは ， 与 え られ るべ き もの で はな く， 戦 うこ
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とによって自ら勝 ち取 るべ き新 たな生(newer birth)で ある。従って，

ここで言 うところの戦闘員(fighting man)は ，必ず しも英国人である必

要はない。それは ドイツ人であって もか まわないことになる。そこに両者

の相異を見て取 ることがで きるだろう。

 しか しなが ら，この戦 闘員 はまた，職業軍人であったGrenfell自 身が

理想 とす る騎兵隊(cavalry)に ，さらに言 うならば，それ以前の伝統的

で ロマ ンティックな騎 士道(chivalry)の 世 界 に所属 す る戦 士(war-

rior)の ご ときもので もあ る。そ して， chivalryが フランス語のcheval

(馬)に ，cavalryが イタ リア語のcavallo(馬)に それぞれ由来す るもの

である8と いう事実を踏 まえるならば，それが，古来馬 と切 って も切れな

い関係で結ばれて きた戦士としての騎士 ・騎兵にほかな らないことは明ら

かである。Brookeが 抱いた，栄光 を求める愛国的な兵士像 もまた一時代

前の ものであったことをここで思い起 こしてみるならば，旧態依然 とした

兵士像か ら脱却で きなかった という点において両者は共通 じていると言え

るだろう。

 だが，古代世界のタンク9と して恐れ られ，中世においては騎士の， ま

た近代 においては騎兵の最強 の伴侶 と して戦場 を駆 けめ ぐり，今 また

Grenfellに よってその忍耐力ゆえに戦士の鑑 として賛美 された馬は，第一

次大戦 を契機 として今 まさに戦いにおける主役の座を近代兵器たるタンク

に明け渡 そうとしていた。

 BrookeとGrenfellが ，「馬」によって象徴 される一騎打ち的な要素 を

含んだ限定的な戦いか ら，無差別殺戮 につながる近代兵器 としての 「タン

ク」によって代表 される全面戦争への転機 となったこの戦争の行 く末をど

こまで察知 していたかは，にわかに断定 しがたいこ とである。 しか し、

「馬」によって象徴 される，ロマンティックな理想世界 と，「タンク」 とい

うこの戦争によって新たに出現 した現実世界 との落差 を埋め ようとする必

死の努力は，他の戦争詩人たちによって受け継がれていったことは確実で

ある。         一              (つづ く)
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Synopsis

 The Imagery of the Earth 

and Death in War Poetry (1) 
-Rupert Brooke and Julian Grenfell

Kenj i Adachi

 The English poetry of the First World War can be divided into 

two periods. Rupert Brooke, Julian Grenfell and Charles Hamilton 

Sorley belong to the early period, beginning with the outbreak of 

the War in 1914 and extending to the Battle of the Somme in 1916. 

Wilfred Owen and Isaac Rosenberg are some of the poets who 

represent the later period from 1916 to 1918. 

 In this paper, I tried to consider the poetic works of Brooke and 

Grenfell, particularly in terms of the earth and death. 

 Brooke suggests that when a soldier dies on a foreign battlefield, 

he becomes a body of his native land, a part of English territory by 

returning to the earth, because even if it is foreign, it is the earth 

where lies dead his dust which has been produced by England. On 

the other hand, for Grenfell death brings a new life to the man who 

fights and dies, and through his deed he can take part in the 

increase and proliferation of the natural world. In other words, 

according to Brooke, the richness of the earth is given by England, 

while Grenfell tells us that the man must fight in order to win the
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natural power of increase by himself. 

 Brooke and Grenfell are different from each other in their image 

of the earth and death. But both of them have an old and romantic 

view of the war on the basis of the earlier wars. The desperate 

efforts to bridge the gap between a romantic war and an actual one 

are to be left to the other war poets.


